














STUDIES ON THE RESIDUAL AND THE DISAPPEARANCE OF THE HISTRIC RESOURCE 
IN CASTLE TOWN AND URBANIZATION, IN LOCAL CITIES. 
 
半田祥子 





Historic resource is especially effective, so that city shows distinction of a region. So local city where makes 
use of history for city planning has increased. Therefore, I measured survival proportion of historic resource on 
the local city originated from castle town, and in this study, I analyzed the relationship between survival 
proportion and urbanization. I think it is important to consider castle town form as one of the example of future 
city. 
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域,1960 年の国勢調査から第 1 回目の人口集中地区が定め
られたので 1960年のDID,次に高度経済成長が終わった頃
である 1980 年の DID,最後にバブル景気を経た 2005 年の
DID から,人口・面積・人口密度を計測した. 
全国の現在の人口は 1960 年を１とすると約 1.3 倍,DID
人口は約 2 倍,DID 面積は約 3.2 倍である.図 9 を見ると,ほ










DID 面積の増加割合は,1879 年から 1960 年にかけて約
1.56,1960 年から 1980 年にかけて約 3.16 と大きく,1980
年から 2005 年にかけて約 1.19 となっている.DID 人口の
増加割合は,1879 年から 1960 年にかけて約 1.73,1960 年
から 1980 年にかけて約 1.52,1980 年から 2005 年にかけ
て約 1.19 となっている.山口県山口市が阿東町を編入し




図 10．松江の DID 拡大状況 
b)福井 
DID 面積の増加割合は,1879 年から 1960 年にかけて約
2.27,1960 年から 1980 年にかけて約 2.23,1980 年から





約 2.79,1960 年から 1980 年は約 1.36,1980 年から 2005
年は約 1.14 となっている. 
 人口密度 1960 年から 2005 年にかけて減少している. 
 
 





図 12．対象都市の平均 DID 人口,面積の変化 
 
 





図 14．残存率の低い下位 10 都市の DID 人口の変化 
 







図 15．上位 10 都市の DID 面積と人口密度の変化 
 
 
















































































































26)彦根城（滋賀県）：天保 7 年(1836 年）作成 彦根御
城下惣絵図 
27)高知城（高知県）：正保元年（1644 年）正保城絵図 土
佐国城絵図 
28)若松城（福島県）：正保元年(1644 年）若松正保城絵
図 
29)久保田城（秋田県）：正保元年(1644 年）正保城絵図 
出羽国秋田郡久保田 
30)萩城（山口県）：安政元～二年（1854～55 年）萩城
下町 
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